



























































































                                 坂元 美咲 
 
  現代は「コミュニケーション能力」がきわめて重要視されている。一方、ひきこもりや
不登校等は、個人の「コミュニケーション能力」や「社交性」の欠如から引き起こされる
「生きづらさ」であると自明視される傾向が強くある。果たして、こうしたコミュニケー
ション偏重主義ともとれる見方に見落としはなかったのであろうか。本書は、自己責任論
や貧困といった社会要因論と関連付けて語られがちであった「生きづらさ」を「コミュニ
ケーション能力」という題材を通じ、「関係性のレベル」によって考察を試みた意欲的な著
作である。 
著者は「不登校」の経験者であり、これまでも意味や解釈を与えられた不登校現象を、「当
事者」にとっての意味や位置づけを問い直す著作を発表している。著者にとって「当事者」
とは、その有効性や正当性を主張する存在ではなく、従来の議論からの脱却を可能にする
視座のひとつであるといえるだろう。本書においても、関係性のレベルに照準する上での
キーワードとして「当事者」が用いられている。 
まず、各章の概要を簡単に紹介しておきたい。本書は全四章から構成される。 
一章では、問題提起がなされ、本書の視座が示される。まず「コミュニケーション能力」
や「人間力」といった「○○力」という言い方のように、他者や場との関係によって変わ
るはずのものを個人の中に措定する「関係性の個人化」（本書：3）という現象が指摘され
る。この現象は、自己責任論の構造を持ちながら、社会要因論の認識とも併存してしまう。
この点を踏まえた上で、自己責任論や社会要因論による説明では漏れ落ちていた「関係性」
によって問題を捉えかえすことが主張される。特に、「生きづらさ」の考察にあたり、政治
哲学者の萱野稔人が作家の雨宮処凛との対談で提起した「経済的生きづらさ」と「精神的
生きづらさ」のうち、後者を「人が他者や集団につながるときにある局面で不可避に立ち
現われてくる関係性の失調のようなもの」（本書：10）と捉え直し、「関係的な生きづらさ」
という概念が提出される。二章では、不登校を分析しながら、「関係的な生きづらさ」を考
察する。分析を通じて不登校が社会において持つ意味を描き出しながら、文部科学省が不
登校を「社会性の欠如」として問題化している点を疑問視する。著者は、ミードによる「社
会的自我の発達」の理論を援用しながら、不登校やひきこもりといった現象に「過剰な社
交性」（本書：25）が見受けられることを主張する。三章では、一般的に理解されにくい「関
係的生きづらさ」の考察にあたり、「関係的生きづらさ」を「聞く側」の立場に注目し、「聞
く側」が「生きづらさ」を理解するための枠組みを提示する。四章では、「学校に行き、働
いて自活する人」のあり方に関する考察に加え、「関係性」から問題に取り組むことに対す
る功罪について言及される。総括には、不登校時代を含めた著者の経験が述べられ、「当事
者」であり続けたいというスタンスが示される。 
